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	なども含めてNVCをお伝えできればと、 願っています。
	初回は「NVCってなんだろう？」のさわりを 少しだけ。
	「対人援助のためのNVC（非暴力コミュニケーション）」というタイトルで始めてみよう と思います。
	NVCは様々な形で対人援助を深く支えることができると考えており「NVCってなんだろう？」というところから、対人援助に関わる人たちにNVCを共有できたら・・・という意図と共にワクワクと連載を始めます。
	・NVCってなんだろう？
	・なぜ／どのようにNVCが対人援助に関係 　 するの？
	・ロジャースの「傾聴」とNVCの「共感と 　共に聴く」はどう違う？
	２９２
	NVC
	って何？

	NVC
	はどのように生まれたの？
	NVCは、クライアントたちに大きな変化を生んだだけではなく、マーシャルは長く人種差別が続いていた地域の公立学校などで平和的に人種差別と向き合うために公民権活動家たちをNVCで支援することや、性差別撤廃の活動家や社会正義、平和構築などの手段を模索していた人たちにもNVCを伝えたりと活発に活動しました。また、米国だけではなくヨーロッパや中東などでもNVCを伝え調停を提供していました。

	２９３
	次号では、具体的にNVCの説明をしながら冒頭の問いにも応えていきたいと考えています。「こんなことを知りたい」を含め、フィードバックやご提案、大歓迎です。

	最後に
	暴力的な関係性を双方ともにそれ以上傷を深めることなく、平和的に解消していく、変えていくためには何ができるだろう？という模索の中でNVCの本を手に取りました。
	6時間後に読み終わる頃には、NVCのシンプルさとパワフルさに心を揺さぶられ「認定トレーナーになりたい！」と決意していました。
	5年後、CNVC（NVCの国際センター）の認定を受けました。日本語を母語とする認定トレーナー13名のうちの1人です。魂が帰りたがっていると感じ20年ほど前に移り住んだハワイ島の田舎と家族が暮らす沖縄で生活しています。
	＜キリンとジャッカルのパペットを使いNVCを伝えるマーシャル・ローゼンバーグ博士＞



